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教授就任のこ挨拶

病理学第 講 座 教授 立 野 正 敏

この4月 よ り病理 学 第二 講座 を担"iさ せ て いた

だ くこ とに な りました、,家内が本学 の ミ期 生で学

生時代 はバ レー部のマ ネー ジ ャーを していたそ う

で プ レーのサ インで ある"よ しこ"は 今で も使 わ

れているように聞いてお ります,,そ うい う事もあ り、

旭川 医科 大学 で仕事が 出 来るよ うに なって、非常

にうれ しく思 ってお ります。

私 は北海道大学 を昭和53年 に卒業 し、す ぐに第

・病 理学教 室 に人学 いた しま した。最 初か ら幕礎

講座 へ進 んだ理 由は いろいろ あ ります が、二 人の

先 生 方の影 響が あっ た と思 い ます 。 ひ と りは本 講

座 の初代教 授で あっ た故板 倉 克明教授 です。板 倉

先生は既 に旭川医科大学へ赴任 してお りましたが、

北 大で免疫 学の 講義 を受 け持 ってお られ、i時 先

生の講座で 発 見 したHLAの 型 に"サ ッポ ロー番"

と名付 け、 当時 有名 だった イ ンス タン トラー メン

の名 よ り先だ った話 をな さい ました。 あ とか らお

聞 き します と板 倉先生 は講義 の準 備 に時間 をかけ

るとい うことで、 どこで どん な冗談 を言 うか まで

すべ て講義 ノー トにnH:いてあったそ うですか ら"サ

ッポロー番"の 出番は既に決 まっていたと思い ます。

最後 に"若 い医学生 の中か ら ・人で も将来の 免疫

学 を志 す 人が 出て欲 しい"と い うよ うなこ とを述

べ られ ま した。 私 はす ぐに免疫 をや ろ うな どとは

決 して思 い ませ んで したが漠 然 と"基 礎 も選 択肢

の ひとつ"と 思 い ま した。 もう ・人は薬理学 の石

崎 高志講 師でGoodman・Gilmallに 代表 される 占典

的(?)薬 理 学 を講 義li1に 否定 して薬物相 互作用

につ いての 講義が 主体で した。石崎 先生 も今か ら

思 えば過激 な先 生で したが"臨 床 なんか は高い金

を払 って 人学 した私立 医大の生徒 に任せ て国立の

安 い授 業料で 卒業 した 生徒 は基礎 をすれ ばいい ん

です"と か"多 くの学位 論文 は豚 の耳 に毛 が何本

生 えてい るか を研 究 してい るよ うな もの で決 して

臨床 に役 立たない"と か学生の 前で も平然 と述べ

てい ま した。"少 しは臨床 に役 疏つ ような研究 を し

2

てみた い"と 思 った ものですU私 は石 崎 先生 の意

見 に企 て同調す るわけ ではあ りませ んが、基礎 で

は常に臨床に役立つ ものを目ざそ うと思 ってい ます、,

"i時 の第 ・病理 に は同期 入学 者が5人 もいたた

めに、 市立札幌病院病理 の方へ 出て24年 間お 世話

に な りました。 最初 は当時普及 し始 めた1巨クロー

ン抗体 で悪性 リンパ腫 を染色 し分類す る什 事を し

つつ、 マ ウスを川いた 自己免疫疾患 の解析 を行い

ました。程 な く成 人T細 胞性 自1nl病(ATL)の 患

者さんが 人院 して きま した。当時 試験管 内でATL

細胞が ヒ トリンパ球 を不死化す る事が報 告されて

お り、 ラ ッ トリンパ球 とATL細 胞 の混合培養 を開

始 しました。やがて、HTLV・1を 産生 しつつ増殖す

る培 養株が えられ、新生 ラ ッ トに移植 ロ∫能で した。

細胞 マー カー検索 、同系 ラ ッ トを免疫 して 単クロ

ー ン抗体 の樹 立な どを行 い ま した。その仕 事の関

係でUCSF(カ リフォルニア大学 サ ンフラ ンシス

コ校)に 留 学 しま した。UCSFで はIIIVの 研 究 を

や りましたが上 司の 占木先生が北 大の教授 として

赴任す る こ ととな り、急 遽帰klし ました。帰 国 し

てlllVに 関す る研 究 を進 める と共に電r顕 微 鏡 を

用 いた形態学 の仕 事を しま した。忙 しい毎llで し

たが超 微形態 の世 界は芸術 とい うか趣味 に近い も

のが あ り、 生物 が創 り出す美 しい作品 に触 れる こ

とは楽 しみで もあ りました,,

こち らで は片桐副学 長の流 れであ る、過 敏症や

腫瘍 免疫 の仕 事 を続 け る ・方、 白己免疫疾 患や レ

トロウ イル スの研究 を新 たに始め るつ も りでお り

ます 。 また、講義 に関 してですが、旭 川医科 大学

では学生 の 自主性 を尊 重した授業 が行われてお り、

学 生が 熱心 で真 面Llな こ とに少 し驚 いてい ます。

6年 間の学 生生活 を楽 しんで、卒 業後 の タフな生

活 の準備 を して いただけ れば と思 い ます,,卒 業 後

の選択 肢 のひ とつ に基礎講座 を選ぶ 方が ・人で も

出て くれ る とあ りがたい と思 いつつ拙 文で はあ り

ますが就任の挨拶 とさせていただ きます、,



卒業生 の動 向(医 学科)

去 る3月25日(月)に 本学 を卒 業 した97名 の

勤 務(連 絡)先 は次の とお りで す。

氏 名 勤務(連 絡)先 氏 名 勤務(連 絡)先

青 木 美 江 旭川医科大学(第1内 科) 青 木 謙次郎 旭川医科大学(麻 酔科蘇生科)

有 田 編 理 名古屋大学 平 山 三千代 旭川医科大学(第3内 科)

石 川 千 里 旭川医科大学大学院(第3内 科) 朝 日 淳 仁 旭川医科大学(耳 鼻咽喉科)

磯 江 つばさ 旭川医科大学(第2内 科) 池 田 倫 了 北海道大学(皮 膚科)

伊 藤 幹 北海道大学(第2内 科)
一 箭 珠 貴 北海道大学(第1内 科)

石 崎 素 之 北海道大学(脳 神経外科) 伊 藤 雄 人 旭川医科大学(整 形外科)

岩 田 崇 裕 岐阜大学医学部附属病院(整形外科) 上 田 泰 久 旭川医科大学(整 形外科)

L 原 治 朗 旭川医科大学(皮 膚科) 枝 並 純 子 北海道大学(皮 膚科)

大 石 泰 史 大川原 舞 北海道大学(リ ハ ビリ科)

大 崎 美 恵 室蘭日鋼記念病院 大 坪 誠 旭川医科大学(整 形外科)

岡 田 美 華 聖隷三方原総合病院 大 山 弘 晃 未定

小 田 雅 人 新潟市民病院 長 内 俊 也 北海道大学(脳 神経外科)

鎌 田 久美子 大阪大学(産 婦人科) 小 高 淳 自治医科大学(小 児科)

河 内 恵 介 昭和大学藤が丘病院 川 田 大 輔 旭川医科大学(麻 酔科蘇生科)

岸 上 忍 未定 河 本 瑞 穂 旭川医科大学(麻 酔科蘇生科)

北 川 敬 之 信州大学(外 科) 岸 田 直 樹 手稲渓仁会病院

小 泉 紗詠子 北海道大学(精 神科) 小 岩 弘 明 北海道大学(第1内 科)

巷 野 佳 彦 自治医科大学(外 科) 河 野 龍 平 札幌勤医協中央病院

児 玉 知 之 聖路加国際病院(内 科) 小 林 加代子

小 林 圭 悟 旭川医科大学(放 射線科) 駒 林 優 樹 旭川医科大学(耳 鼻咽喉科)

笹 島 順 平 旭川医科大学(第3内 科) 佐 藤 俊 輔 淀川キリスト教病院

佐 藤 慎 旭川医科大学(眼 科) 更 科 岳 大 旭川医科大学(小 児科)

志 村 通 子 旭川医科大学(第1内 科) 神 保 絢 子 旭川医科大学大学院(第3内 科)

菅 原 まり子 助 川 隆 士 室蘭日銅記念病院

鈴 木 滋 旭川医科大学(小 児科) 高 橋 賢 治 旭川医科大学大学院(第2内 科)

高 野 和 哉 北海道大学(脳 神経外科) 瀧 澤 逸 大 新潟大学(泌 尿器科)

高 橋 弘 典 旭川医科大学(小 児科) 千 葉 泰 弘 北海道大学(脳 神経外科)

竹 元 暁 札幌医科大学(麻 酔科) 土 屋 菜 歩

土 田 悦 司 旭川医科大学(小 児科) 富 永 素 矢 旭川医科大学(第3内 科)

長 田 雅 樹 船橋市立医療セ ンター 巾 村 明 枝 北海道大学(小 児科)

中 村 俊 介 旭川医科大学(放 射線科) 中 村 哲 ∫ 旭川医科大学(皮 膚科)

中 山 智 央 北海道大学(第1内 科) 西 田 恭 博 旭川医科大学(整 形外科)

根 本 紀 子 旭川医科大学(第1外 科) 馬 場 麗 北海道大学(第3内 科)

萩 原 正 弘 旭川医科大学(第2外 科) 林 大 旭川医科大学(麻 酔科蘇生科)

浜 田 禅 名古屋大学 坂 内 聖 札幌医科大学(神 経精神科)

坂 東 敬 介 旭川医科大学(第2外 科) 福 田 直 也 北海道大学(第2外 科)

福 井 崇 人 札幌中村記念病院 船 津 浩 二

芳 生 旭 辰 旭川医科大学(泌 尿器科) 増 田 有 美 旭川医科大学(産 婦人科)

松 井 あ や 北海道大学(第2外 科) 松 木 孝 樹 旭川医科大学(第1内 科)

三 國 生 臣 旭川医科大学(麻 酔科蘇生科) 三 上 紗 加 旭川医科大学(皮 膚科〉

南 小百合 旭川医科大学(麻 酔科蘇生科) 宮 下 龍 札幌医科大学(麻 酔科)

三 好 修 九州大学(心 臓外科) 武 藤 桃太郎

村 上 公 一 御 大阪市立大学(第1内 科) 村 田 正 喜 北海道大学(麻 酔科)

村 橋 威 夫 札幌中村記念病院 室 屋 充 明 東京大学(麻 酔科)

山 北 圭 介 旭川医科大学(第2内 科) 安 出 卓 司 信州大学(第3内 科)

山 品 将 祥 旭川医科大学(放 射線科) 山 岸 恵理子 旭川医科大学(第1内 科)

横 田 美 紀 山 田 史 郎 北海道大学(循 環器科)

若 松 高太郎 旭川医科大学(皮 膚科) 吉 田 哲 也 東京都済生会中央病院

渡 邊 安寿香 北海道大学(第1内 科)
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卒 業 生 の 動 向(看 護学科)
去 る3J12511(月)に 本学 を卒 業 した67名 の

勤 務(連 絡)先 は次 の とお りです 。
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晶
好
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加
智
嗣
庭
恵
佳
真

仁
山
文
炬
明

勤務(連 絡)先

旭川赤1・字

枝幸町
北見赤 卜字
旭川厚生病院
旭川市
神奈川県1!こ ども医療セ ンター
旭川医大附属病院
不明(札 幌厚生病院?)
丁・葉大学附属病院
旭川赤 卜字
市、k札幌病院
聖路加国際病院

旭川医大附属病院
名古屋大学附属病院
ili.'t_札幌病院

旭川医大附属病院
市疏札幌病院
旭川厘生病院
旭川医大附属病院
札幌医科大附属病院

旭川医大附属病院
旭川医大附属病院
旭川医大附属病院
留萌llハヒ病院
旭川医大附属病院
札幌医科大附属病院
旭川医大附属病院
旭川厚生病院
旭川医大附属病院
順天堂大学順天堂医院
愛心 メモ リアル病院
L川 医大附属病院
1∫立札幌病院

氏 名

木
橋
松
島
山
澤

井
葉
田
樫
山
片
屋
岡
岡
瀬
井
原
L
森
井
L
内
笹

山
川
崎
木々

鈴
高
高
竹
武
田
近
ト
寺
富
鳥
中
中
西
西
深
藤

松
水

宮
村
村
山
飯
池
石
河
佐

澤
山

内
添

谷

中
畠
堀
宮
山

諭
f
里
保
恵
奈

るち

聖
安
美
園
梨

み
靖/一
真 紀
弥奈f

美
樹
r
子
恵

希

裕
亜
牧
亜
英

r
奈
恵
和

美恵

男
文

止
加奈子
由紀子
佳寿r

～
美
r
～
衣
りお

徳
明
雅
紘

友
さ
美 和
佳 那

L

勤務(連 絡)先

八雲町立総合病院

滋賀医大附属病院
旭川医大附属病院
東京臨海病院
慶懸義塾人学附属病院
旭川厚生病院
北 里大学附属病院
旭川医大附属病院
横浜ili立大学附属病院
千葉大学附属病院
旭川医大附属病院
順天堂高齢者医療センター
日本医科大学附属病院
遠別町
旭川医大附属病院
室蘭II鋼 記念病院
市立函館病院
旭川厚生病院

東京臨海病院
旭川市
横浜rl∫立港湾病院
名寄市立病院
東京臨海病院
米国サンフランシスコ大学
北大附属病院
旭川医大大学院(修1つ
清里町
秋山大学附属病院
旭川医大附属病院
ll∫立札幌病院
旭川医大附属病院
北大附属病院
順ノく堂大学附属病院
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助教授紹介

響"r騨1職 整桝 レ辮 伊 藤 浩

酬噂 醒 川身"f:北 海道 左学

本年4月 に本学 に赴任 いた しました。1987年 、

大学 卒業と同時 に北海道 大学 整形外科 に人局 して、

い くつ かの病 院での トレー ニ ングを経 て現 在に至

・、て お ります 。研究 分野 は股関節外 科学で 、弛み

の生 じに くい新 しい人「1股関節の素 材やデ ザ イ ン

に関す る研 究、特発 生 大腿骨頭壊 死症 のMRIに

よる 早期 診断や 自然経 過の研 究 な どを行 って まい

りました、,今後本学 の臨床 お よび基礎研 究 が国際

的に実 を結 ぶ よう、微 力 なが ら何 らかの形 でお手

伝 いで きれば と思 ってお ります。 ご指 導、 ご鞭燵

をお願 い申 し一Lげます、,

癩__.
ワ)聯

・マ
川身 大学:

谷 和 宏

帯広畜席大学

昨年12月 山中宏講師が急逝 したため5,nlIに

助教授 を拝任 いたしました、,

最近 の15年 間をみて も 「大学 等にお ける動物実

験 につ いて」通達、 「動物 の愛 護及び管理 に関す る

法律」 改正 そ して 「情 報公 開法 」が制 定 され、実

験動物 の適il:な 取扱 いが益 々厳 し く問われてお り

ます、,加えて 「国立 大学独立法 人化」 を1年'r後

に控 え施設 の対 応 は多岐 に及 びつつ あ ります。皆

様方 の御意 見や御協力 をい ただ き、 今後の難局 を

乗 り越 え精 度の高い動物 実験が遂 行で きる開か れ

た施設 を展 開 したい と希望 してお ります、,

司
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クラブ今昔(ソ フトテニス部)

医学科5年 関 川 小百合

ソフ トテニ スとい うと知 名度が低 いためかマ

イナー なスポー ツだ と思 って いる方が多い と思

い ます、、しか し、実際 には、老若男女約700万

人の愛好 者がお り、 日本で は最 も愛好者 の多い

競技 の ・つ です、,私た ちの部 に も約60人 の部

員がい ます。そ もそ も、ソフ トテニ スは 目本で

生 まれ育ち、明治17年 の発祥か ら既 にllO年 を

超 えた長い歴 史を もっています。1992年 か ら国

際的 にdU.及 しやす いように軟式 テニス とい う名

称が 「ソフ トテニス」 と改 め られ ました。 やわ

らか いゴム製の ボールを使川す るため一見ぶつ

か って もそ れほ ど痛 くない よ うに思 え ます が、

思 い切って強打す るの でスピー ドは速 く、ぶつ

か るととて も痛 いです。競技 はi三に ダブル スで

行 われ ます,,お 圧いに技術 をだ しきって協力 し

あ うのです。その ため にはコ ンビネー シ ョンプ

レーが 重要であ り、 ・人の力 だけでは試合に勝

つ ことはで きないのです。

練習 は放課後に大学の コー トで行 ってい ます。

しか し、近年 は部 員の数 も増 え、 ヂ狭 になって

きたため学校外 の コー トで練習す るこ ともあ り

ます,,試 合前 には夕方か ら夜遅 くまで練習 する

こともあ ります が、みんなテニ スをす るこ とを

楽 しみ なが ら練 習に励 んでい ます。部 員の中に

は初心 者か ら始 める人 も大勢 いますO初 めは思

った ようにボールを打 つ ことがで きないのです

が、地道 に練習 を重ねてい くうちに少 しず つ 自

分の思 い通 りに打 てるようになって くるのです。

部活動 を通 して、テニスについてだけではな く、

団体の 中の一 員 として責任 を持 って行動す ると

いうこと も学 ぶこ とがで きます、,また、 口々の

練習 を積み 暇ねてい くことで、精 神力や忍 耐力

を養 うこ とが で きます、,この こ とは、将 来社会

にでた ときにいかされてい くことと思い ます,,

最後 にな りましたが、 これ まで 部を見守 って

きてい ただいた顧 問の石川先生、小野1'll:生 を

は じめ とするOBの 方々には、大変感謝 してお

ります,,こ れか らもよろ しくお願い します。

1

クラブ今昔(基 礎スキー部)

医学科5年 佃 幸 憲

こんにちは、旭川医大基礎 スキー部主将の佃

です、,

h礎 スキー 部は部員 が50人 くらいいて 、旭

川医大の中 では結構 大 きな部なのです が、皆 仲

良 くスキー を楽 しんで い ます。 圭に冬 だけの活

動 なのですが 、近 くにあ るカム イスキー リンク

スというスキー場で週 に2回 か ら3回 くらい 自

分達のや りたいようにスキーを楽 しんで います。

「基礎 スキー部」 とはいって も基本的には自由で、

人 によって は、モー グルをや っている人 もいる

し、朝 ・番の ゴ ンドラで ト.がって、新雪 を滑 っ

てい る人 もいた りと、 どっちか といえばスキー

が好 きな人達が集 まってい る団体み たいな感 じ

です、,

冬休 みになる と技術 選の全国大会で優勝や準

優勝 するデモ ンス トレー ターがや って来て教 え

て くれた りもします。 そ うやってい るうちに入

学す るまで スキーを した ことが なか った1年 生

が2、3年 す る と1級 とってた りなんてこ とも

あ ります、,

また 、3月 の末には、北 海道の,ff1_が 集 まっ

て行われ る学 生の技術 選大会があ り、 日頃はそ

の大会 に向けての練 習 もしてい ます。大 会は朝

里 スキ ー場で 開かれるのですが、 大会中は他 の

大学の 人たち とも交流 があ り、 スキ ーを通 して

友達 も増 えた りとスキー以外で も楽 しいこ とが

多いです、,

冬の シーズ ンが終 わる とその次の シー ズンま

で はた いて いの人は他 の部活 とかけ もち してい

るので、それ ぞれ 自分が所 属 してい る部の 方に

散 ってい きます。

他の部 はいろいろな 大会に向けて ・生懸 命練

習 して、優勝 しようとい う気持 ちが強 い と.4:!い

ますが、基礎 スキー部は とにか く楽 しくといっ

た感 じで ラフな部活 です。 そ こが良 い ところだ

と思 うので、 これか ら先 もこの まま続い ていっ

てほ しい と思 います、,

5
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クラブ今昔(ビ リヤード研究会)

医学科3年 永 井 美 子

私が ビ リヤー ドと出会ったの は、 大学 に人学

して問 もない頃 で した。 高校 時代 とは違 ったli1:

界 を知 りたい と思 っていた私 は、友 人数名 と共

に ビリヤー ド場へ と向かい ました、,そこは独特

な雰囲気 に包 まれた とて も居心地の良 い空 間で

した、,しか し、 ビリヤー ドとい う日常生活 で関

わ ることの 少ない競技 のためか全 くの 初心者が

1人 で 人 りこむには勇気のい る空 間で した。私

はその ビ リヤー ド場 の常 連 となって いた大学 の

友 人に教 わ りなが らだ ったので安心 してそ の空

問へ 人 りこむこ とがで きました。新 しい世 界を

見ることが で きた私はその後 も友人 と共 にビ リ

ヤ ー ドを楽 しみ ました。私た ちの行 っている ビ

リヤー ド場 は医 大か らも近 く医大生の 先費 方 も

何 人か 見か け ま した。 先費 方と知 り合 う中で 、

医 大にも 「ビ リヤー ド研 究会1が あ る とい うこ

とを知 りま した、,しか し新 人生の勧誘 も特 にせ

ず内輪 のサー クルというス タンスを とっていま

した,,せ っか く研究会 として存在 しているのに、

ビリヤー ドに興味の ある学生が気軽 に人るこ と

がで きないの は残念 に感 じたので 、何 とかで き

ないだ ろうか と考 えま した。 先輩 とも話 しあっ

た結 果私たちが主体 となって運営 を行 うこ とに

な り、 大学に 入学 しビ リヤ ー ドに興味が ある人

が ビリヤー ドを楽 しむための ヂ伝 いをす るこ と

を目標 に、 ビリヤー ド場の オーナ ーに指導 して

いただ くこともで きるようにな りま した、,新体

制 を作 り、新た な研究 会と して出発 した時 には

5名 だった会員も現 在3年 生が7名 、2年 生4名 、

1年 生3名 、近 隣の 専門学校 生2名 と計]6名 に

増 え週 ・度の練習 も活気の あるもの となってい

ます。忙 しい時間の合間をぬ っての練習ですが、

みんな精一杯練習 し着 々と ト達 してい ます,,・

般 の方た ちにも仲良 くして いただき、 そ してな

に よ り指導 にあた って くださって いるオーナー

に 支え られ、顧問で ある上 「1先生 に協力 してい

ただ きこの研 究 会は存在 してお ります。 これか

らも会員 ・同頑張っていこ うと思い ます,,

(

クラブ今昔(温 泉研究会)

医学科5年 吉 田 陽一郎

温 泉研 究 会は6、7年 前 に創設 され た比 較 的

新 しい クラブであるO私 が人学す る少 し前に発

足 した と聞いているn活 動 と して は1こに 「道 内

の温 泉」 を研究 することであ る。

ところで人学'`i時 の私は卓球部 に入部 した記

憶 はあるが 、温 泉研 究会 に人部 した覚 えはびた
・文ないのである、,卓球 部の先輩か ら 「いや い

や、そ うい うこ とになってい るか ら」 と説 明を

受け たき りで、疑 問を抱 くことを知 らない無垢

な私 はまん まと入部であ る。不思議 な もので気

付い てみれ ば こん な山緒 正しい"か ぐらおか"

に代 表 と して原稿 をnH:い てい る。 「あ の お温 泉

研 究 会の代表の吉 出 さんです よね え。 くらぶ 今

klと い う欄 に原稿 をお願 いで きません か?」 と

学 生課の方か ら電話 をいただい た ときは 「出来

ません1」 と元気 に答 えそ うに なったが 、そこ

は私 も大人。「よろ しい、ひ きうけま しょう1」

とと快 諾。 と言 って はみ たものの、何 を書 こ う

か と頭 をひね って も温泉研究 会の活動 した記憶

が無い、,正直 な ところ卓球 は ・生懸 命や って き

たが、温 泉はあん ま し研究 してない。 しか し卓

球部で道内、道外あ ちこちに遠征 、旅行 したお

りには必ず ・つや=つ ご当地 の温 泉を訪ねた も

のであ る、,今考えるとそれが"温 泉研究 会"だ

ったのか な一 と思 う程度で ある。 だか ら 「～町

の"'71ui泉はナ トリウム泉 だか ら～に効 くんだ よ

一」みたい な温泉研究 者のよ うな カッコイイこ

とは'li然 述べ られ ない わけ で…。 「おい おい 、

そん なやつ に代表や らす な よ1」 と言われそ う

ですが、 ご安心 あれ、他 の温 泉研 究部員 もこん

な感 じです、,こんな駄 文で クラブの今昔 が伝 わ

るはず もな く、創 設者の先常や読者の皆 様には

申し訳 ないです。

しか し温泉 に人 りいつ も思 うのは1こ こには

何 も無 いが 自然だけはある…。 自然は僕 らの死

なない程 度、 卜分 ・毎 年 食わせ て くれる。」 と

い うことであ ります(な んだそ りゃ)

1
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ワール ドカ ップ中継と情報処理センター

情報処 理セ ンターは、 キ ャンパス ネ ッ トワー ク

や教育用 コ ンピュー タシステムの管理 な どを担 当

している部 署で す、,普段 は 目立 たない情報処理 セ

ンターですが、 最近で は研 究活動 に も力 を入れて

お りますので、 ここに紹 介させていただ きます。

6月14H、 サ ッカー ワール ドカップのll本 対チ

ュニ ジア戦が行 われ ま した、,試合はfl本 代 表が勝

利 し、 ワー ル ドカ ップ決 勝 トー ナ メン ト進 出 とい

う歴 史的快 挙を成 し遂げ ました。

ところで、 この試 合、臨床講義棟 にて 中継 され

ていたの をご存知で しょうか。 当 日は医 大祭の 準

備llに あ た り講義 もな く、多 くの学生 に加えて教

職 員に よるLkち 見が 川る ほ どの盛況 で したの で 、

覚 えてお られる方も多いで しょう。

情報処 理 セ ンター の研究 活動 とサ ッカー 中継。

お よそ関係 のな さそ うな話です,,け れ ども、 この

サ ッカー 中継 は、情 報処 理セ ンターの研 究活動 を

象徴的 に表 しています。

情 報処理 セ ン ターは、道北 とい う広大 な上地 に

おける医療 を担 う本学 に とって、在学生や教職H、

卒 業生 を結 びつ け る ネ ッ トワー ク技 術 が、 今後 、

死活的 に 前要 となってい くと認識 してい ます。 そ

こで咋年 か ら、本学 の将 来に向け た ネッ トワー ク

技術 の研究活動 を開始 しました、,

初年度である'ド成13年 度は、総務省 通信放送機

構 か らの受 託研究 として 、慶 慮義塾 大学 環境情 報

学部 と共同で次lll:代イン ター ネ ッ トの通 信 親約 で

あ るIPv6の 基礎研究 を行 い ました。 また、総務省

の保有す る研究川次1凹:代ネ ッ トワー クで あるJapan

GigabitNetworkと の3年 間の共同研究 を開始 し、

実証実験 のために学内全 ネッ トワー クのIPv6対 応

化 と、 コ ミュニテ ィーサ イ トの立 ち上げ を行い ま

した。 十;成14年 度には、学 内の各部署 と協力 しな

が ら、 この コ ミュニ テ ィーサ イ トの運 用実験 を継

続 して行 って い ます()ま た、キ ャ ンパ ス ネッ トワ

ークを利川 した学 内放送 局 を立 ち上 げ、旭 川医大

フ ォー ラムや 各種研 究 会な どをll1継 し、 ビデ オラ

イブラリとして整備 すること等 を検討 しています,,

学内の全 ネ ッ トワー クがIPv6に 対応 した こ とは

国内の大学で はおそ らく初めて であ り、 これ によ

7

情報処理セ・ター長 坂 本 尚 志、
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り本学の 先進的 な取 り組 み を広 く全国 に示す こ と

が 出来 ました。 また、 コ ミュニ テ ィーサ イ トでは、

研 究成果 を利用 して掲示板 や電 予 シラバ ス、 メー

リングリス トなどの実験的サービスを行っています,

この よ うに、情報 処理 セ ンターの研究 は、 ネ ッ ト

ワー ク技術 を通 じて本学 コ ミュニテ ィーの発展 に

ii献す るというIi的 で行われています。

今 同、 新 しいキ ャ ンパ スネ ッ トワー クを川 いて

サ ッカー中継 を行 うこ とで、学生 、教職 員が、ll

本代表 を応援す る とい う ・つ の 目的の ドに立場 を

越 えて集 うこ とが山来 ましたC,同 じよ うに、距離

と時 間を超 えた コ ミュニ ケー シ ョンを 可能 とす る

ネ ッ トワー ク技術 を用 い るこ とで、 本学の 発展 の

ため に在学 生、教職 員、 卒業 生 を結 びつ ける こと

も可能 であ るはずです 。情報処 理セ ンター の研 究

活動 が、そ のための潤滑 油 になれれ ば と思 ってお

ります、,

地 方lit科大 学 に とって、 人材 を結 びつ ける ネ ッ

トワー クを発展 させ てい くこ とは、研 究や教 育活

動の発展 へ と直結 してい ますC,そ のため に も、私

た ちの研 究活 動がそ の一助 となるこ とを希望 す る

と ともに、 関係各位 に も幅広 い ご支援 、 ご協 力 を

賜 りたい と考 えて い ます。 以 ドにア ドレスを まと

め ますので、 まず はお気軽 にアクセ スを1

コ ミ ュ ニ テ ィ ー 実 験 サ イ ト

http://www.kyokui.net

http://www.kyokui.ty

情 報 処 理 セ ン タ ー

http://www.asahikawa-med.ac.jp/ipc/

agxarb3
長方形

agxarb3
長方形



㊥⑲⑭
北海道地区大学体育大会

第49回 北 海道地区k学 体育大 会は、本学

が'Li番校 とな り7月13H(1二)～15日(月)

の3日 間、道内 の各国公私立41大 学 、47単

位大学か ら約4,IOO名 の学 生が参加 し旭川ll∫

を主 会場 として札 幌 市、 愛 別 町、 当麻 町、

比布町、美瑛 町の延べ19会 場で熱 戦が繰 り

広げ られま した。

大会前 に、台風が上陸 し硬式野球が1日 順

延 に な りましたが、 期間 中は多 少雨 に降 ら

れ た租 度で、 全 日程 を無事終 ∫す るこ とが

で きました。

今大 会は、 弓道(男 ∫う が優 勝、 ソ フ トr一 祠一 ρ所 閏障

テニ ス(オ ープ ン)(女f-)が 準優 勝、バ レ

ーボール(T,f)が 準優勝 とな り、個 人では、陸 ヒ競技(男 了100m)で 長尾知行君(医3年)が3位 、同(男

了走高跳)で 原 谷俊治君(看 護1年)が2位 、同(女f100mII)で 遠藤寿fさ ん(医2年)が2位 と健 闘

しました、,

この大会のため、多忙 な巾を多 くの 方々にご協力をいただきま した。厚 くお礼 を申し上げ ます、,

(学生課)
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第45回東日本医科学生総合体育大会
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第45回 刺1本 医科学 生総合体fi大 会(夏

季 大会)は 、7月2811(日)～8月14

11(水)ま で 東京 医科 歯科 大学 が 総 合 毛

Ftと な り、 聖マ リア ンナ 大学 医学 部 、昭

和 大学 医学 部、 筑波 大学 医学学 郡 を主管

と して行 われ ま した。

本学 か らは26種 日に約300名 が参加 し

ま した。

今大会は、

バ レー ボール(男 の 優 勝

バ ドミン トン(女 子)優 勝

バス ケ ッ トボ ール(男 子)優 勝

ゴル フ(女 子)優 勝

バ ドミン トン(男 了・)準 優 勝

弓道3位

と大活躍 し総 合優 勝 を飾 りま した。

個 人で は、バ ドミン トン(女 子 シ ング

ルス)で 奥島華 純 さん(医6年)が 優 勝、

剣道(女 子個 人戦)で 岩城 憲 了さん(医

3年)が 準優勝 、永 井美子 さん(医3年)

が3位 と活躍 しました。

その昔 、 旭川 医科 体 育 大学 と異 名 を と

った 頃の 再現 で し ょうか。

男 ∫バ スケ ッ トボー ル は、20年 日に し

て悲願 の初優勝 を果 た しま したU

(学生課)
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研究室紹介

解剖学第一講座 教授 吉 田 成 孝

解 剖学 第1講 座 は教授 の 吉田成 孝が'ド成

13年4月 に着任 した"若 い"教 室で す、,教

室 員 は吉 出お よび寺III隆 司 と板東 良雄 の助

丁・と休職 中 の助 手 、加 藤英政 の教 官 と佐 々

木孝志 、羽澤 和美 の2人 の技 官 をあ わせ た

6人 の ス タッフ と麻酔 ・蘇 生学 講座 の横濱

洋 也 と酒巻 雄二 、外科 学 第2講 座 の 山田理

大の3人 の大学院生が一緒 に研究 しています,,

また医学科3年 の 高木清 考君 も時 々顔 を川

して実験 を した りしてい ます。

今回 は研 究室紹 介 とい うこ とで研 究 面に

ついてだけ記すこととします,,本 教室では 「神

経 系 の細 胞 外環境 」 をテ ーマ として研 究 し

てい ます。 脳 には神経 細胞 や グリア細 胞 な

どの多種 多様 な細胞が 存

在 してい ますが、 これ ら

の細胞 表lfliには様 々な細

胞接 着因 」㌦が多数存在 し、

細胞外 に もまた多様 な高

分/一の糖蛋 白質であ る細

胞外マ トリック スが 充満

してい ますUこ れ らの因

f一はただ存イllして結合 し

あっているだけではなく、

これ らか ら細 胞内は多 く

の シグナ ルを受けてい ま

す。細 胞外には また、蛋

自分解酵素 も多数存 在 し

てい ます、,私たちは細胞

外の蛋自質を調節す る因

rと してこの蛋白分解酵素に注[し ています、,

例 えば 、学習 や記憶 といった脳 の 高次 機能

に も複数 の蛋 白分解酵 素 が 重要な役割 を果

た して い るの です。 本教室 で は中枢 神経が

傷害 された ときの細 胞外環 境 の変化 に特 に

涯 目して研 究 を進め てい ます。 これ まで に、

傷 害時 に新 たに発現 す る酵 素 を同定 し変化

を きた す細胞 外の 因子 と共 にその機能 を明

らか に しよ うと してい る ところです。 ス タ

ッフは多 くはあ りませ んが、分f生 物学 的、

組織 学 的、細 胞生物 学 的手法 を用 いて 面白

い発 見がで きる よ うにII々 努 力 してい る と

ころです。

研究 者の方 は共 同研究 やlltな るテ クニ カ

ルな相談で も気軽に声をかけて下 さい,,ま た、

研 究 に興味 があ る学生 の方 も気軽 に教室 を

訪ね て、私 たち が どん な こ とを してい るか

を見聞 きしに来て ドさい。

(

(

第71回 日本学生陸上競技対校選手権大会

東医体の活躍の余韻が覚めや らぬ

'ド成14年9月7Hに 、本学医学科2

年 榊原 学 君が東京都新宿区霞

ヶ匠町IO番 地の国立霞 ヶ丘競技場に

おいて行われた、第71回H本 学生陸

r.競技 対校選手権大会(日 本学生陸

ヒ競技 連 合i三催)の 男 子3000m障 害

個 人戦 に お いて 第9位(8分49秒76)

とい う輝 か しい 成 績 を収 め ま し た。

彼 の 健 闘 を た た え る と1ｺに 、 皆 さ

ん に お 知 らせ し ます(]

(学 生課)
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外 国人留学生夏季 オ リエ ンテーシ ョン

平成14年8月16H(金)に 外 国人留学

生 夏季 オ リエ ンテ ーシ ョン及 び交流 会が実

施 され、在籍留学生13人 中8人 とその家族

5人 及び教 職員が参加 しました。

今回 は理論 よ りも感覚 的 に、 生命 を扱 う

こ との 大 切さ難 しさを 再認 識 して もらうこ

とと、旭 川市 の 文化 施設 の見学 とを兼ね て

旭lil動物園 を見学 しました。

ペ ンギ ン館 で は ト下左 右 を見 渡せ る水 中

トンネルの 中か ら、ペ ンギ ンが スピーデ ィ

一 に泳 ぎ回 る様子 を見学 し、 オラ ンウー タ

ン舎 では大 きな体 で観 客の頭 上 にわ た され

た柱 とロー プ を使 って綱渡 りの ように移動

す る様子 に、童心に帰 って楽 しんでい ました。

見学 後の 交流 会で は、 限 られ た環境 の 中

で ス トレス を最小 限 にす るた め、そ れぞ れ

の動物 の特 徴 に よって様 々な工 夫が凝 らさ

れて い るこ とや 、冬 の寒 さか ら守 るため の

動物 園の 苫労 等が話題 にの ぼってい ました,,

(学生課)

一
大学祭実 行委 員会のi三催 に よる医 大祭が6月1511(十)

1611(il)の211間 にかけて行われま した。

「みん な医大に行 こ う」 とい うテーマ で、例年 の医学展 、

模擬 店の他 に柳出 邦男 さんの講演 会、電撃 ネ ッ トワー クに

よるパ フ ォーマ ン スと硬軟織 り交ぜ て 般 市民 の方の 参加

を企画 して い ま した。 ど

ち らも大盛況 だ った よ う

です、,

花 火大会 で フ ィナー レ

とな りま したが、 翌 日に

は近辺 を廻 って ごみのIUl

収 をきちんとしていました、、

(学生課)

入 院患 者 さん とサ マ ー コ ンサ ー ト

7月R目(月)の 夕 方に合唱 部に よる コ ンサ ー トが 、7

月20目(⊥)に はギ ター部 によるコ ンサー トが病 院ロビー

で行われ ました。

この コンサ ー トは、H頃 の練 習成果 を発 表す る とともに、

人院生活 を送 っている患 者さん にひ とときの憩い を味 わっ

て もらお うと、 この時期 に毎年 企1由1されてい るものです、,

医療 や看 護の基 礎 の

基礎 と して 、 まず 患者

さん の気 持 をつ か も う

とい う姿 勢 は患 者さん

に も伝 わ った と思 い ま

す。

(学生課)
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本学は昭和47年7月1日 に創設準備室が

設置され、旭川市北門町9丁 目の北海道教

育大学附属旭川小学校の旧校舎を使用 して

いました。

昭和48年9月29日 に正式に旭川医科大学

とな り、同年11月5日 に第一期生が入学 し

てか らも仮校舎の使用が続 き、現在地 に建

設中の新校舎 と附属病院の完成を心待ちに

してお りました。

そ して、昭和49年5月 に不 自由だった仮

校舎から新校舎へ移転で きました。当時の

関係者 にとって感激の出来事だった と思わ

れます。

当時の住居表示 は、旭川市神楽町神楽岡

3番 地13で あ り、この年の9月 に広報誌の

第1号 が発行 されました。皆が待ちに待 っ

ていた新天地の名称 「か ぐらおか」が広報

誌に最 もふ さわ しい名称 とのことで、初代

饗 雛響1筆聡 鷲饗讐饗饗ピ響響饗1鰐
学長山田守英氏(故 人:平 成7年6月27日 永

眠)に より命名されました。

その後、神楽町神楽岡3番 地11と 地番が

変わ り、隣接地が住宅等で密集 し緑が丘 と

改称 されたため神楽町神楽岡が分断 される

形となり、西神楽4線5号3番 地11と 改称

されま した。そ し

て現在の、緑 が丘

灘 裏票鵬 し纐,湘 鮎?
りましたが 当時 の

感激の象徴 であっ

た地名 「か ぐらお

か」の名称 を引 き

続 き大切 に残 して

いきたい と思 いま

す。

(広報誌編集委員会)

ロ　 の　 　 り

匿麹

写真の得意な方、写真の好 きな方、写真に興味のある方、あなたの写真で 「か ぐら

表 紙 写 真 の おか」の表紙を飾 りましよう・皆さんの応募を・心よりお待ちしています・
採用の方には、謝礼をさしあげます。

申し込み、問い合わせは学生課専門職員 細木まで。(広 報誌編集委員会)

駕
皮膚科 講師

高 橋 英 俊

教育改革
昨今教育改革、ゆ とり教育が叫ばれ、今年か ら

は完全週休 嘘日制、授業時間の縮小およびその カ

リキュラムの大幅削減が実施された。

今 までは小学生3人 の父親であ りなが ら、教育

問題についてはほとんど無関心でご多分に漏れず

妻 まかせであ り、小学校の問は学校だけの勉強で

十分と考えていた。 しかし昨年6月 に妻が入院し、

その間子供たちの勉強をみる羽 目にな り考えは ・

変 した。 チ供たちの学力が明らかに我々の時代よ

りも低下 しているか らだ。教科書をみてみると特

に算数、理科が我々の時代 と較べ確かに易 しくな

っているようで、さらに時間割をみるとやたらに

野外授業、社会見学など、少 し語弊はあるか もし

れないが、本当に勉強 しているか どうかわか らな

いようなものが多 く、 また宿題なども先生によっ

てはほとん どない場合 もある。子供たちの学力低

下は数年前か らいわれてきたことで、今年から始

まった教育改革で更に拍車がかかることは必至 と

思われる。このことは最終的には大学教育にも暗

い影をおとす もので、ある研究雑誌には有名国立

大学においてで さえ、学生の理数系の学力低 ドが

深刻化 しているこのことが取 りざたされていた。

旭川医大においてもチュー トリアル教育が始まり、

さらに新カ リキュラムのスター トにより系統講義

が減 り、確かに学生の自主的な勉学が主体 となり

つつある。いい意味でのゆとりができ、また実際

に患者さんと接する機会が増 えるすばらしいもの

と思われる。ただ心配なのはこのゆとりにどっぷ

りと浸 りきって しまうことである。おぼえるべ き

医学知識、情報は膨大に増えている。最近はイン

ターネットで患者 自身がよく勉強 してお り不勉強

ですまされないことが間々ある。このゆとり教育

が さらに卒後教育にしわ寄せするすることな く、

数年後このカリキュラムにより育成 されたすばら

しい ドクターが誕生することを期待 している。そ

うでなければ貴重な時間を割いてカリキュラム編成、

教育に携 わっている教官たちがあまりにもかわい

そうである。
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